
 

 いよいよ 2学期が始まりました。夏休みの間に、多くの部は 2年生が中心になっていますね。さ

らに、2 学期は、新人大会、体育祭、文化祭と大きな行事がたくさんあります。これからみなさん

のどんな表情が見られるでしょうか。どんな成長を感じることができるでしょうか。楽しみです。 

日 曜日 行事 

９/２ 月 始業式・避難訓練・学活・給食開始 

 ３ 火 確認テスト（国・理・社・数・英）・一斉委員会・PTなし 

 ４ 水 午後スワトンタイム 

 ９ 月 ４５分授業 

１２ 木 ４５分授業・激励会・生徒会任命式（６限後） 

１４ 土 加賀市中学校秋季新人体育大会（ソフトテニス・野球・バスケットボール） 

１５ 日 加賀市中学校秋季新人体育大会（野球・バスケットボール） 

１６ 月 加賀市中学校秋季新人体育大会（野球予備日） 

１９ 木 ４５分授業 

２１ 土 加賀市中学校秋季新人体育大会（バレーボール）・加賀市ソロコンテスト予選会 

２２ 日 加賀市中学校秋季新人体育大会（卓球） 

２４ 火 全校集会（歓迎会・結団式） 

２５ 水 体育祭全体練習（４・５限）・一斉委員会（体育祭関係） 

２６ 木 団練習 

２７ 金 英語検定 

２９ 日 PTA親子奉仕作業（７：３０～） 

３０ 月 体育祭学年練習（５・６限）・団練習 

10/１ 火 体育祭予行（３～５限）・団練習 

 ２ 水 体育祭予行予備日・団練習・体育祭準備 

３ 木 体育祭 

４ 金 体育祭予備日 
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 ８月９日（金）学年登校日に平和学習として、２年生は「日本ニュース」を見ました。「日本ニュース」

とは、太平洋戦争を間近に控えた 1940年（昭和 15）年から、終戦をはさみ 1951（昭和 26）年ま

で製作されたニュース映画です。戦時中は毎週封切られ、国民の戦意高揚に用いられた「日本ニュース」。

その中から、4本の映画を鑑賞し、戦争について考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年学年登校日 「日本ニュース」を見よう！ 

・登校日は大変暑い日でしたが、学校に来て元気な顔を見せてくれました。 

・部活動で一生懸命活動したり、カーテンの取り外しや掃除をしたり、頑張っている姿が

たくさん見られました。 

夏休みの good behavior（２年生） 

・戦争に関係ない子供たちも国のために働かされていると知って驚きました。 

・訓練がきつそうだった。 

・壊れた家やビルが印象に残った。当時は食べ物がなかったり、家をなくしたりした人がたくさん

いたことがわかった。 

・（自分たちと）同じ子どもも、戦争に勝てるように、いろいろな訓練をしていてすごいと思った。 

 でも、笑顔の子供がいなかったので、みんながまんして一生懸命していることが伝わってきた。 

・特攻の時代「よろこんで」みたいになっているところがよくないと思った。 

・戦場に行く前でも真剣な顔のまま、怖がった素振りを見せていなかった。 

・①～④はすべて悲しいことなのに、音楽が明るいのが不思議だった。 

・当時の子どもたちは、普通の授業ではなく戦うための授業や訓練をさせられたりしていて、ひど

いなと思いました。今、私たちは普通（5教科）の授業を受けられていることに感謝してこれから勉

強していきたいです。 

・自分と同じ年の子たちが訓練していて辛くなった。 

・家や家族を失ってしまった人（戦争で）の表情など初めて映像で見て、被害を受けていなくても悲

しくなりました。 

・軍事訓練や機械の整備など子どもにはきついことをしていて大変だなと思いました。 

・一生懸命に「国のため」と思いながら文句一つ言わず取り組んでいた。 

・終戦後、どこも真っ黒で、住む家も働く場所も失った日本の人達は、顔も暗くて、悲しい気持ちに

なった。 

・戦争が終わっても、街はすぐには戻らないから、小さい子やそのおかあさんなどが外で暮らして

いたのを見て辛くなりました。 

・私は戦争に反対です。なぜなら、たくさんの人の命を犠牲にしてまですることではないと思った

からです。戦争がなければ家族で幸せに生きていたかもしれないし、大事な人もいたかもしれない

のにと思いました。これからは戦争のない世界になってほしいと思いました。 

・戦争はよくないというのはわかっていたけれど、理由があるからこそしていることだから、完全

にダメと言い切るのも違うのかなと少し思った。あと、実際の映像を見たことで、こんなにも悲惨な

んだと改めて実感した。 


